
巻頭言

　GPJAPAN巻頭言は初執筆ですので、少しご挨拶をさせていただきます。2023年 2

月に大日本パックェージ㈱の代表取締役社長に就任致しました諸石武士です。社長就

任の際には、業界関係者の方々からご丁重なお祝いのお言葉をいただき、この場をお

借りして改めて御礼申し上げます。先代の田口 薫会長の存在はあまりにも大きく、

遠く険しい道のりと思っております。自分らしい良き経営者を目指して精進いたす所

存です。経営者としては若輩者でありますので、ご指導、ご鞭撻のほど宜しくお願い

致します。関東グラビア協同組合の理事には、日本パッケージング㈱として引き続き

務めさせていただきます。

　さて、私も中小企業の同族事業継承に携わった者として、これからの経営の継続、

先の経営者候補を真剣に考えねばなりません。そのためにも魅力ある会社、業界にし

ていきたい思いです。しかしながら、経営継続にとってのアゲンストな話題はきりが

ありません。気候変動、戦争紛争、人員不足、物価高騰、資材部材調達難、労働規制、

保険料引上、物流2024年問題などなど。最近では、当業界においてもオーナー経営

者がM&Aを行う話も聞くようになりました。M&Aは譲渡後の経営がうまくいけば、

事業や雇用が守られ、悪い選択肢ではないとも思っていますが、後継者がいないとい

うのは淋しい話でもあります。

　一方で、経営継続にとってフォローな話題を探すと、何があるのか考えてしまいま

す。新型コロナ禍脱却で消費回復、外国人技能実習制度の見直し、スポーツ業界には

明るい話が多いように感じます。最近話題のChatGPT、AIの進化に使い方の規制が

追い付いていませんが、経営判断に使用できる？　AIのクローン化経営者に任せら

れる時代がくるかもしれません。話題が少ないので飛躍してしまいましたが、最後に

もう一つ、フォローな話題があります。今やコストプッシュ型のインフレーション時

代です。何もしなければ事業の存続危機に関わるアゲンストですが、経費増大や賃上

げ分に対応するべく思い切って価格に転嫁するチャンスでもあります。経済産業省も

下請取引適正化、利益保護の推進をしてくれています。価格転嫁による効果は、売上

増大、利益増大、社員士気向上、事業継続の必要コストへの投資など経営改善、業界

改善のフォローになります。

　若輩経営者の希望でもありますが、次の世代に少しでも魅力ある会社、業界にして

いきたい思いです。

業界継続の魅力
関東グラビア協同組合　理事

大日本パックェージ㈱　代表取締役社長　 諸石武士
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印刷機の更新に100年かかる異常事態
　૯会にઌ立ちా܆�ޱཧ

ߦをࡰのようなѫ࣍がࣄ

った。

　皆様、͝ଟの中、ୈ�3

ճؔ౦グラビアڠ同合௨

ৗ૯会に͝ࢀՃࣀり༗り

う͟͝います。ࠓ、ロγア

のクライφ৵߈やコロφのӨڹ、さらにਓखෆ

、ڥۀࣄは悪化しております。ࠓ月1日に

合員の1ࣾがෆりを出しました。とうとう来

るべきものが来たのかと、ݪ材料やॾ価のߴಅ

のあおりをडけたؒにରしҚめの言༿もありま

関東グラビア協同組合 第53回通常総会・理事会

新理事長に東京加工紙の吉原宗彦氏
新副理事長にトーホー加工の川田雄治氏
新理事に東和プロセスの福島 潤氏

　関東グラビア協同組合は、2023年 5 月18日（木）午後 3 時より、第一ホテル両国
（東京）において第53回通常総会を開催した。当日は、組合員数41名中、本人出席16
名、書面議決書・委任状出席19名、合計35名の出席にて議事が進行した。本人出席は
田口 薫理事長（大日本パックェージ㈱）、安永研二副理事長（東包印刷㈱）、山下雅稔
副理事長（㈱巧芸社）、吉原宗彦副理事長（東京加工紙㈱）、橋本 章理事（橋本セロフ
ァン印刷㈱）、千田 敦理事（㈱東京ポリエチレン印刷社）、川田雄治理事（トーホー加
工㈱）、小林直人理事（八潮化学㈱）、村野 剛理事（信和産業㈱）、諸石武士理事（日本
パッケージング㈱）、柴田里香理事（千代田オーク法律事務所）、佐藤裕芳監事（㈱千代
田グラビヤ）、岸本一郎監事（㈱カナオカ）、袖山髙明専務理事の14名に加え、組合員
2 名、オブザーバーが 1 名参加して行われた。総会、理事会を経て、2005年 5 月、川
田善朗氏（故人）の後任として理事長に就任し、以来、 9 期18年、理事長を務めてき
た田口 薫氏が退任し、吉原宗彦氏にバトンが手渡された。また、川田雄治氏が新副理
事長に昇格し、㈱東和プロセスの福島 潤氏が新たに理事に加わった。

せん。私ڞの価値をೝめͣ、ୟいて安値ൃされ

ている方々が࠘めしいです。

　さてࣾは1���年ۀの後ൃメーカーです。ॳ

めのうちはࣄがなくۤ࿑しましたが、開10ۀ年

後にൃ生したੴ༉パニックをىにࣄにܙまれ、

Ϙロ工場から軟包装衛生ٞڠ会（軟衛ڠ）のࢦಋ

ॻにͮجきখさな衛生工場をݐて、࠷ॳのೝఆ܈

に入り、13߸のೝఆ൪߸をいただきました。それ

までとは違ってڳをுって大ಘҙઌの上場食品メ

ーカーのࣾをおটきして৽工場を見ていただき

ました。しかし、その方はੴ༉パニック時の値上

͛に立ෲされたのか、ධ価をして下さらͣ、Ήし

ろ安値をٻめられましたので、私は売上3割を
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めていたそのお٬様とのऔҾを止め、私ڞのઃඋ、

。えましたをධ価して下さるઌにり࢟ۀا

その後、この上場会ࣾは年々γΣアをམとし、ࠓ

はかつてのγΣアの10分の1になってしまいまし

た。ਓのޱに入るものですから、けより品࣭、

おいしさ、安全衛生が優ઌするはͣですが、その

ॱ൪をऔり違えていたのではないかと思う࣍ୈで

す。「安ങいのમࣦい」とਃしますが、これはࠓ

も生きています。

ಅしߴ料をはじめあらΏるモノの価֨がݪ、ࠓ　

ています。包材の価֨ަবは大มですが、ؕ価

֨の大෯なमਖ਼があちこちでߦわれています。ߪ

ങଆのݫしす͗る࢟がؕ価֨を生んでしまっ

たこともࣄ実です。ࣄ情をेೋ分にઆ໌し、ࣗࣾ

のଘଓをਤって下さい。包材会ࣾをୟいても、ઌ

のྫのように中身メーカーさんもμメージをडけ

ます。ܾしてউऀにはなりません。「安ങいのમ

ࣦい」はࠓも௨用しています。

があり、1�00ۀاքには�00ࣾのۀ、ࠓ　

Ҏ上のグラビア印刷機がՔಇしていますが、৽ن

৽は年にたった1�ʙ20程度です。৽しい印ߋ

刷機に全部入れସわるのに�0年も100年もかかっ

てしまう、異ৗࣄ態です。身を削っての͝ไެは

ଓきませんし、ઌの大ઓで私ୡは部分࠷దでなく

全ମ࠷దをֶんだのではありませんか。զ々軟包

装グラビアۀքはੈの中のコストμン要にԠ

えるため、ࣾ 員の۰をはじめコンプライアンス・

安全衛生あらΏるコストを削った上での࢈で

は୭もಘをしません。グラビアインキメーカーも

1ࣾ減りました。安売りだけのۀքにはएऀもد

り付きません。ւ外ݚम生とて同じです。皆様、

会ࣾにられ、軟包材の価値を改めて見し、そ

れに;さわしい値ஈをつけていただくよう֤方໘

にಇきかけて下さい。

　ઌ日、軟衛ڠのᖒঘߒલ会は「Φールジャ

パン」でಆおうとਃされました。スリット、袋

のՈ࿑ಇのۀࣄॴもଘଓがةうくなっています。

これまでのように、一部のਓ々しかれないখ

でなく、Έんながれる大の考えで、中খྵࡉ

まで包Έࠐんでࢀりましょう。

　ここで私、1�年程ଓけてࢀりましたؔ౦グラビ

アڠ同合ཧࣄ৬を、౦ژՃ工紙᷂のݪ٢फ

ࣾにৡります。また、トーϗーՃ工᷂のా༤

に͝बいただき、合のएฦࣄに෭ཧ࣏ࣾ

りをਤりたいと思います。外ࠃਓٕ能実श੍度も、

ॳめてのݧܦでށっていますが、何とか合を

ԁに運Ӧしてࢀりたいと思います。

　皆様、ٓしくおئいகします。
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令和4年度の総括
　ٞ役にॾੴ࢜ཧࣄ

ʢࣸਅࠨʣが໊ࢦされ、ٞ ࣄ

ਐߦがߦわれた。

　ୈ1߸ٞҊ「ྩ�

ʢ�����݄ʙ���݄ʣ

ॻྨঝೝͷ݅」でؔࢉܾ

は、まͣ、҆Ӭݚೋ෭ཧࣄ

ʢࣸਅԼʣが、ྩ�年

度ۀࣄ報ࠂとして、合お

よび合員をめ͙るࡁܦ・

のよう࣍についてگӦ状ܦ

にׅ֓した。

コロφイルス感ܕ年度（2022年度）は、৽ࠓ　

છのӨڹがঃ々に収ଋに向かいつつあるも、

2020年度からଓいて来た׆ࡁܦಈのఀ、׆ۀࣄ

ಈのࣗॗや入੍ࠃ限によるインόンドध要のফ

ࣦなどのӨڹによるҿ食ۀ、॓ധٴۀび֤छのα

ービスۀをܸし、様々なऀۀࣄがൣなӨڹを

डけ、また中খܦۀاӦऀにとっても、ࡏۈ

や時ࠩ௨ۈのಇき方への柔軟なରԠなど、ܦӦ

のଟ様化がఆணしてきた。

　また、ݪ༉ߴのӨڹにより印刷のओ要資材であ

るインキ・༹ࡎをはじめ、フィルム他ੴ༉化ֶ

品などが何度となく大෯に値上がりした。さらに

年ॳより軟包装グラビア用フィルム材料のڅڙෆ

がىき、डを๊えながらՔಇがఀ止する状

。態もൃ生したࣄまれるࠐにまでいگ

　このようなࡁܦ状گが中খۀاにもਂࠁなӨڹ

をٴ΅す中、中খۀاの価֨సՇをメインとした

औҾ改ળをߦう׆ಈをؔ౦グラビアڠ同合にお

いても実施することとなり、全ࠃグラビアڠ同

合࿈合会との࿈ܞもਤり、価֨改ఆ（値上）׆ಈの

料の値上͛分ݪ化がある程度ਁಁし、フィルムڧ

の価֨సՇަবはおおΉね年（2022年）にଥ݁

し、年໌けのडから実࣭తな૿収جௐとなって

きた。

　しかしながら、大ख流௨・খ売ऀۀࣄはڧؤに

߅しଓけ、ओ要औҾઌである食品メーカーの

品価֨の値上が࢝まったにもかかわらͣ、いまで

もߤしている部分もある。

　�月（2023年）には৽ܕコロφイルス感છ

がै来の2ྨから�ྨへのมߋがܾఆし、ࣾ会ܦ

に持ちٸಈのレϕルをҾき上͛ていく中で׆ࡁ

していくことが期される。

　印刷ۀ࢈ではൺֱత安ఆしているといわれる軟

包装グラビアにおいても、ւ༸プラスチック͝Έ

から生したプラスチックは「悪」のイメー

ジがଟくのメディアからൃ৴され、ؒ違ったೝࣝ

が一ൠࣾ会にまっており、それ故、ࣾ会にෆ可

ܽな軟包材のڅڙをෛうۀքとしては、こう

した状گをؑΈ、全ࠃグラビアڠ同合࿈合会に

おいては、ۀքଘଓのة機とೝࣝし、4%(T（持

ଓతな開ൃඪ）1�のඪへ向かい「ڥ・品

࣭・コスト」のௐと「安全・安心」をࢦし、

がなけれٸ価ҙࣝの֬立とదਖ਼品࣭へのରԠをݪ

ば、中খグラビア印刷ۀاの生きるಓはないとし、

Ծশ「軟包装価値向上委員会」ൃ৴の『軟包装の

キャッチコϐー』を作成し、報׆ಈを開࢝した。

　2020年�月「外ࠃਓٕ能実श੍度」のධ価ݧࢼ

実施機ؔのೝఆ௨知をडけた後、コロφՒにより

出ுݧࢼのΈとしたが、その後、ྦྷ1ܭ�ճݧࢼを

実施することができた。

　なお、合の運Ӧにあたり、合員֤Ґには

この1年を௨じて、͝支ԉをࣀり、ਂく感ँਃし

上͛る࣍ୈである。

　Ҿきଓき、କࢁ∁໌ઐ

ཧࣄよりྩ�年度ܾؔࢉ

があࠂく報ͮجॻྨに

り、ࠤ౻༟๕ࣄʢࣸਅʣ

がࠪ報ࠂॻをಡΈ上͛、

全会一கでঝೝされた。
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令和5年度の活動
に、ୈ�߸ٞҊ「ྩ࣍　

�ʢ�����݄ʙ��

�݄ʣܭۀࣄըɺऩࢧ༧

අͷො՝͓Αͼܦʹฒͼࢉ

ऩํ๏ܾఆͷ݅」では、

هが、下ࣄԼխູ෭ཧࢁ

のような����ํۀࣄを൸࿐した。

　ྩ�年度の日本ࡁܦは、イϕントؔ࿈の中止、

ҭなどとインόンドध要の減গڭ、外食、ߦཱྀ

によりࣾ会生׆ۀࣄ、׆ಈに大きな支োが生じて

いた状گから一సしてճ෮に向かいつつある。ま

た、ロγアのクライφ৵߈にいԁ安・ݪ༉∁

のࣄ態は様々な分でࡏݦ化している。ۀاにお

いては、ςレϫーク、ࡏۈがఆணし、生࢈現

場である大ଟ数の工場では、�ճにわたるݪ紙値

上͛、༹ࡎのڅڙෆ安々で資材の安ఆௐୡに支

োが出て一部ૢఀۀ止もあったものの、何とかݪ

材料価֨のసՇが出来つつありध要もճ෮のஹし

を見せている。しかしながらΤωルΪーコストの

さない状ڐӦをѹഭし༧断をܦۀاಅがঃ々にߴ

。はଓいているگ

　ۀքでも、2021年来より「パートφーγップ

による価値のҝのసՇԁ化にؔする要」

の׆ಈを۩ମ化し、ྗڧに「価֨సՇ」をਪしਐ

めた݁Ռ、গしͣつ値上͛のޮՌが出つつある。ࠓ

後も合׆ಈを௨じ、׆ۀࣄಈについてのࢦを

まとめ合員にൃ৴する༧ఆである。こうした状گ

下にあって、2023年もۀاଘଓをౌけたݫしいܦ

Ӧڥが༧され、による中খۀاରޏ、ࡦ

用ରࡦ、ΤωルΪーରࡦをؚΉ持ଓ性あるࡁܦର

Ջのऔಘٛ化をはじめとすٳڅのऔりΈ、༗ࡦ

るಇき方改ֵやレジ袋ແ料配布ې止にՃえ、ϫン

ΣイプラスチックのۀࣄఏऀڙがऔりΉべき断

。しているੵࢁఆされる、様々な՝がࡦ४もج

　なにより身ۙなਓ々からप知、ཧղをいただく

ようಇきかけ、ݸ々のۀاが༗しているܦӦ資ݯ

をे分に׆かし、ڥม化にରԠできるମ࣭を作

り上͛ることが重要であるとともに、͝Έか

らൃ生したプラスチックは「悪」などの、ࣗ

ॿྗだけではղܾがࠔな՝については、ߴ

品࣭価֨、ෆཧなฦ品をऔり上͛、ۀք、

合がஂ݁し、ۀ࢈ࡁܦল・ڥলなどߦにੵ

極తにಇきかけ、࿈ܞ৫機能を࠷大限に׆用し、

。࿏をりくことをਐめる׆

　合では一ൠࣾஂ๏ਓ日本印刷ۀ࢈࿈合会が

ೝఆする「グラビア印刷（軟包装）グリーンج४

（(Pೝఆ）」の৽نऔಘが、2022年度もਐలしな

かった。そのলを౿まえ、様々な機会をଊえ、

4%(Tの؍からも(Pऔಘの重要性をૌえ、現

ॴۀࣄ期中には�0ࠓ、から（ࠃ全）ॴۀࣄ��のࡏ

のඪୡ成ができるよう(P੍度のさらなるܒ
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をਤっていく。ซせて、(PϚーク品表ࣔにつ

いても、より一のཧղがಘられるよう(Pೝఆ

ಈをਪਐし、2021年度に׆ॴにରしてPRۀࣄ

ઃされた(Pڥ大賞『パッケージ印刷部』、(P

Ϛークීٴ大賞『グラビア・γール・スクリーン

印刷部』において、ܧଓతに合員およびそ

のಘҙઌがड賞できるよう(P੍度のී׆ٴಈを

ల開していく。

　ؔ౦グラビアڠ同合としては、合員ݸ々が

քのۀքのൣとなり、ࣾ会全ମから৴頼されるۀ

うべߦ大限のαϙートを࠷ஙへめられるようߏ

く、下هの׆ۀࣄಈを実施する。合員ならびに

。いしたいئをおྗڠॿ会員֤Ґの͝ࢍ

����׆ۀࣄಈࢠࠎとしては࣍のようなもの

が͛ڍられる。

（1）� লΤω、ল資ݯとプラスチック資ݯ॥によ

るڥٿอ全へのରԠ

（2）� 全ࠃグラビアڠ同合࿈合会を௨して「日印

・ࡦ支ԉࡁܦؔ࿈ߦ、をऔりܞ࿈」と࿈࢈

下దਖ਼औҾ・優ӽతҐのཞ用にਝな

ରԠとؔ࿈ߦிの࿈ڧܞ化

（3）� 4%(TとカーϘンニϡートラルࣾ会へのݙߩ

　ˎ�「グラビア印刷（軟包装）グリーンج४」に

とೝఆऔಘのྭ・पܒく(P੍度のͮج

知׆ಈ

によ「とࣗओతऔのϕストミックス੍ن」�ˎ　

る70$ഉ出削減へ向けての支ԉ

　ˎ�ٿԹஆ化防止のための$02ഉ出ྔ削減へ

のऔ

　ˎ�লΤω๏へのରԠのऔ

؇੍نと౼ݕのࡦ࿈ྫへのରԠؔڥ�ˎ　

のਪਐ

　ˎ�ւ༸プラスチック͝Έについてؔ࿈メー

カーとの࿈ܞによる資ݯ॥の情報収ू

（�）� 会員・ࢍॿ会員の૿ڧ

� 「グラビア印刷（軟包装）グリーンج४」に

とೝఆऔಘへのۙಓとܒく(P੍度のͮج

して合Ճ入ଅਐをਤる

（�）�（一ࣾ）日本印刷ۀ࢈࿈合会へのੵ極తなࢀ

Ճと、ؔ࿈ۀքஂମとの࿈ڧܞ化

（�）� ੨年部のҭ成と֦大

（�）�「(P +"P"/」の༰ॆ実と֫ࠂಘ、֦ 販

（�）�（一ࣾ）日本印刷ۀ࢈࿈合会の࿈ܞとϗーム

ページ運用による報のऔ

（�）� 外ࠃਓ実श生੍度ೝఆஂମとして、ٕ能実

शධ価ݧࢼの実施ମ੍のߋなる֦ॆ

（10）�ফ防๏、༗機༹ࡎ中ಟ༧防نଇ、改ਖ਼大気Ԛ

છ防止๏、改ਖ਼食品用ٴ۩ثび༰ث包装の๏

ಇき方改ֵ、ຽ๏改ਖ਼のप知と९守、੍ن

（11）�৽ܕコロφイルス感છの༧防ରࡦのप知

とߦಈのపఈ

　そして、ڭҭٴび情報ఏڙにؔする����ࣄ

。のようなものを༧ఆしている࣍ըとしてはܭۀ

（1）� লΤω・અిऔりΈにおけるܦӦ支ԉٴび

ॾڥ๏ن（๏ྩ）のରԠ支ԉ׆ಈ

（2）� ࿑ಇ安全衛生とফ防๏の๏ྩ९守のܒと

全実施のਪਐ

� औѻओࡎび༗機༹ٴԵछୈ�ྨݥة　

໔ڐऔಘのྭとܒ運ಈのల開

（3）� 優ӽతҐのཞ用ٴび下๏のܒとप知

への支ԉ׆ಈ

（�）� 4%(TとカーϘンニϡートラルࣾ会へのݙߩ

　ˎ�グリーンプリンςィングೝఆ੍度のීٴ

　ˎ�グラビア印刷品(PϚーク表ࣔ使用のଅਐ

　ˎ�70$ഉ出削減のҡ持とଅਐ

　ˎ�ٿԹஆ化防止のための$02ഉ出ྔ削減へ

のऔりΈ

（�）� 改ਖ਼食品用ٴ۩ثび༰ث包装の๏੍ن、ಇき

方改ֵの๏改ਖ਼のप知׆ಈ

（�）� ಈ׆のप知ࡦଓରܧۀࣄ

（�）� ֤୯ٴび੨年部による見ֶ会・ߨश会・セ

ミφー・分Պ会ൃ表の開࠵
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（�）� 全ࠃグラビアڠ同合࿈合会の機ؔࢽ「(P

+"P"/」のൃߦとϗームページのॆ実によ

り合員・ඇ合員への情報ఏڙ

　Ҿきଓき、କࢁઐཧࣄよりྩ�年度収支༧

。ঝೝされたࣄがհされ、ແ（Ҋ）ࢉ

　ୈ3߸ٞҊでは「ྩ�年度（2022年�月ʙ23

年3月）における、आ入金ߴのߴ࠷限度ֹのܾ

ఆの݅」がঝೝされ、ୈ�߸ٞҊ「ཧࣄ・ࣄબ

およびࣄの݅」では、2年ؒの期をऴえ、ཧڍ

2໊ࣄ、13໊ࣄがୀするため、改めてཧࣄ

をબ出することになった。ॾੴٞより、બ出方

๏について໊ࢦਪનのఏҊがあり、ࢍ成をಘたの

で、କࢁઐཧࣄが໊ࢯをಡΈ上͛、ঝೝされ、

ཧࣄװ・ࣄのबのঝをಘた。

第54期の役員・理事・監事
　Ҿきଓき、ཧࣄ会が開࠵され、ୈ��期のମ੍が

下هのようにܾఆされた。ܟশུ、ଠࣈの方が৽。

ʪཧçࣄçʫݪ٢फ（౦ژՃ工紙᷂）

ʪ෭ཧࣄʫ安Ӭݚೋ（౦包印刷᷂）

　　　　　çࢁ下խູ（᷂ࣾܳ）

　　　　　çా༤࣏（トーϗーՃ工᷂）

ʪઐཧࣄʫକࢁ∁໌

ʪސߴ࠷ཧࣄʫా （大日本パックΣージ᷂）܆�ޱ

ʪཧ　　ࣄʫڮ本 ষ（ڮ本セロフΝン印刷᷂）

　　　　　çઍా ರ（᷂౦ژϙリΤチレン印刷ࣾ）

　　　　　çখྛਓ（ീை化ֶ᷂）

　　　　　çଜ ߶（৴᷂ۀ࢈）

　　　　　çॾੴ࢜（日本パッケージング᷂）

　　　　　çౡ�५（᷂౦プロセス）

　　　　　çࣲాཬ香（ઍాΦーク๏ࣄॴ）

ʪࣄ　　ʫࠤ౻༟๕（᷂ઍాグラビϠ）

　　　　　ç؛本一（᷂カφΦカ）

　ここで、৽のཧࣄ、෭ཧࣄのѫࡰをհ

しておきます。

吉原宗彦新理事長
　ؔ౦グラビアڠ同合の

ཧࣄの皆さんには優लな方

がଟく、その中、ၟӽでは

͟͝いますが、ాޱཧࣄ

の後という大役をڼせつ

かりました。ాޱཧࣄに

おかれましては、全ࠃグラ

ビアڠ同合࿈合会の会とともに、ؔ౦グラビ

アڠ同合のཧࣄを1�年というきにわたり
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め、合員をݗҾしていただきました。౦日本大

ࡂや৽ܕコロφイルス感છというະિ༗の

ࠞཚ期を、ాޱཧࣄならではのݚᮎをੵまれた

知ࣝ、あるいはҙを持ってզ々をݗҾしていた

だきました。特に印にっているのは、ڥ、

コストなどのにରし、ৗにۙߐਓのܦӦ

ֶである、売खによし、ങいखによし、ੈؒによ

しの「ࡾ方よし」のਫ਼ਆでࣄにऔりまれるこ

とをઆかれ、同時に、దਖ਼価֨での販売のҙٛを

ৗ々ૌえられていて、ࠓࡢの׆ಈにおきましても

大มなおྗఴえをいただきました。ۀքのൃలを

きにわたりਚྗしていただいたాޱཧࣄには、

この場をおआりしてްくྱޚਃし上͛ます。あり

がとう͟͝いました。

　さて、զがࠃのࡁܦは、コロφՒから٫し、

コロφલのࡁܦ状گにってきたという感はあり

ますが、やはりݪ材料、ి気をはじめとするϢ

ーςィリςィコストの૬͙࣍値上͛、あるいは

ۀにとってはਂࠁな՝であるਓޱ減によるਓ

खෆ、運送ۀքの202�年といったがࢁ

ੵしています。ここにいらっしΌるཧࣄの皆様方

とともに、1つͻとつ、ஸೡに、ਅにऔりん

でいきたいと思います。

　また、安Ӭ෭ཧࣄから͝ఏҊいただいている、

軟包装のイメージアップキャンペーン、զ々ۀք

はいؒ、大खさんを࢝めࢠࠇ役にపしてきたた

め、ࣾ会インフラの一を୲うۀքでありながら

知໊度がく、いؒਏ酸をなめてきました。こ

うした現状をଧഁするため、メージアップキャン

ペーンを皆さんとともに成ޭさせて、クライアン

トの皆さんは、よりଟくのফඅऀの方々にզ々

の۰ڥを知っていただき、知໊度アップと同時に、

。していきたいと思いますࢦքのҐ向上をۀ

にൺべると知ࣝもなく、एഐऀでࣄલཧޱా　

はありますが、ਫ਼ਆҙめさせていただきます

ので、͝ࢦಋ、͝ฬᎪٓしくおئいします。

川田雄治新副理事長
より͝心なࣄཧޱా　

おిを頂ଷし、ྗෆ、

ෆ、एഐऀでは͟͝ݧܦ

いますが、৽ཧࣄҎ下、

皆様のお役にগしでも立て

るようؤுっていきたいと

思います。

からは、ઌの໊લを出され、「Զもࣄཧޱా　

ઌにࠐまれたんだ」ということで、それは८

ってくる運໋とडけ入れさせていただきました。

表立ってൃ言することはあまりಘҙではありませ

んが、ԑの下のྗ持ちというܗでおえしていき

たいと思いますので、皆様、どうͧٓしくおئい

いたします。

産経新聞社、「CALENDAR DESIGN 2023」発刊
　産経新聞社は、昨年末に審査が行われた「第
74回全国カレンダー展」（日本印刷産業連合
会、産経新聞社主催）の入賞作82点を収録した
作品集「CALENDAR DESIGN 2023」（総頁
数228頁、税込価格11000円）を5月15日に発
刊した。各作品をカラー2ページで紹介し、入
賞作品の製作上のポイント解説や応募作品の傾
向を分析したデータファイルを収録。

　以前には類似の出版物があったが、ここ数年
発行できずにいたところ、カレンダー業界の中
で再出版の希望が多かったため、全国カレンダ
ー展を主催する日本印刷産業連合会からの打診
により産経新聞社にて出版することになった。
次年度以降も発行を継続し、カレンダーとデザ
インの歴史に貢献していく。



組合員・単組の近況

112023.6

　૯会は、ࣄہの࢘会

によってਐߦし、開࠵に

際し下ཧࣄが、「৽

コロφイルス感છܕ

が�月�日に�ྨ感છ

にҠߦし、3年ؒにっ

たコロφという見え͵ఢ

とのಆい、҉いトンωル

をൈけて会場でもϚスクを外している方が見डけ

られ、皆さんのসإを見ることができてخし

く思っています。本௨ৗ૯会は��໊、࠙ 会は�0

໊という૯会としてはա࠷ڈଟとなる合員・ࢍ

ॿ会員の皆様に出੮いただけたことを大มتばし

く思っています。しかしながらコロφがऴଉした

༁ではありません。合としてはҾきଓきे分に

配ྀしながら、ࠓ期もࣄߦを開࠵していきたいと

思いますので皆様の͝ྗڠをおئいします。」とѫ

。されましたࡰ

　ଓいて、࢘会より本日の௨ৗ૯会は本ਓ出੮、

ॻ໘ܾٞॻ出੮の合ܭ出੮ਓ数がఆ数をຬたし

たことが͛ࠂられ、下ཧࣄがٞにબされ

ٞҊ৹ٞに入りました。

【決議事項】
ୈ1߸ٞҊ　ྩ�年度 ॻのঝೝの݅ࠂ報ۀࣄ

ୈ2߸ٞҊ　ྩ�年度 、、ିआରর表࢈ࡒ

損ӹࢉܭॻ、༨金ॲ分Ҋのঝೝの݅

関西グラビア協同組合

第53期通常総会開催報告
　関西グラビア協同組合（竹下晋司理事長、㈱ダイコー）は、2023年 5 月19日（金）
午後 6 時から ANA クラウンプラザホテル大阪（平安の間）において、組合員・賛助会
員80名参加のもと、第53期通常総会を開催しました。

総会で挨拶をする竹下理事長

ୈ3߸ٞҊ　ྩ�年度 び同収支ٴըҊܭۀࣄ

༧ࢉҊのঝೝの݅

ୈ�߸ٞҊ　ྩ�年度 び徴収方๏ٴඅのො՝ܦ

ܾఆの݅

ୈ�߸ٞҊ　期ຬྃにう役員改બの݅

　ୈ1߸ٞҊからୈ�߸ٞҊいͣれもॻ໘による

使をؚめ、ຬ場異ٞなく可ܾされ、すべߦݖܾٞ

ての৹ٞをऴྃしޕ後�時3�分にୈ�3期௨ৗ૯会

をด会しました。

令和5年度 事業計画
自 令和5年4月1日　至 令和6年3月31日

ٯいڧ気悪化というܠ年度は価上ঢとւ外ࠓ　

෩にՃえ、ಥࡦมߋをܾめた日ۜのಈ向とい

うݒ೦材料をす中で、ܠ気のંࠊれをճආしܦ

ಈのਖ਼ৗ化と安ఆ成によるデフレからの׆ࡁ

٫にઓする年とҐஔ付けられます。

　ۀքは、年にり٬ސにରしߴい品࣭やα

ービスをҡ持しながら、しかも納期で品の安

ఆڅڙをしଓけてきました。ࠓ後も生ࡒ׆やフー

ドαプライチΣーンの一を୲うۀքがࣾ会త

な役割をՌたすために、ݫしい現状を٬ސやࣾ会

に͝ཧղいただき、その価値をೝめていただかな

ければなりません。そのためࠓ年度も全ࠃグラビ

アڠ同合࿈合会がల開する軟包装ۀքイメージ

アップۀࣄにྗڠします。またったなしのڥ

についてはԹࣨޮՌΨス削減や࠶生可能Τω
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ルΪーීٴにऔりΈます。

　これらを実現するためには合員の皆さんはも

ちろん、ੈ࣍のۀքを୲う੨年部の皆さん、そ

して資材や情報をఏڙしてくださっているࢍॿ会

員の皆さんとの࿈ڧܞ化がඞਢであると考えます。

ࣾ会からඞ要とされるۀքの֬ݻたるҐをங

くために、ੋඇともྩ�年度も皆さまの͝支ԉ、

。いਃし上͛ますئをおྗڠ͝

基本方針

1ɽڥへのऔΈ

　ᶃ70$ഉ出੍ࣗओߦಈܭըਪਐࡦおよびॲ

ཧ装ஔのհ

　ᶄグリーンプリンςィングೝఆ工場のऔಘਪਐ

および支ԉۀࣄ

　ᶅ素࠶生可能ΤωルΪーのීٴなどڥର

࠵情報収ू・セミφーの開ࡦ

2ɽ報׆ಈのऔΈ

　ᶃۀք情報ࢽ「(P+"P"/」のఏڙ

　ᶄؔグラビアڠ同合の報׆ಈとして)P

のॆ実およびメールϚΨジンを௨してのや

かな情報ൃ৴の֬立

　ᶅ੨年部会員メーリングリストのॆ実

3ɽڭҭ情報ۀࣄのऔΈ

　ᶃୈ1�ճグラビアٕज़ݚम会の開࠵（੨年部を

ओମとしたษڧ会を年1ճ開࠵する）

　ᶄܦӦऀおよび後ऀܧをओとしたୈ1�ճܦӦセ

ミφーの開࠵

　ᶅ全ࠃの੨年部との࿈ܞをऔるため੨年部全ࠃ

ަ流会（ษڧ会、࠙会）の開࠵

�ɽກ׆ಈのऔΈ

　ᶃརް生ۀࣄ（૯会、年情報ަ会、৽年

լަࢺ会、ກ会）の開࠵

�ɽڞ同ۀࣄのऔΈ

　ᶃڞ同ߪ入ۀࣄ（P-、Րࡁڞࡂ֤छอݥ、෭

資材）のݕ౼およびਪਐ

　ᶄ外ࠃਓٕ能実श੍度の૭ޱ

　૯会にҾきଓき、同ϗ

ςルのผ会場（ສ༿の

ؒ）にて࠙会を開࠵し

ました。ງ ໞ੨年部

෭部の࢘会ਐߦにより

スタートし、࠶され�

期となる下ཧࣄが

開ԅにあたり、「私もཧ

期で�期ࠓとしてࣄ

となりました。ߋに2年

ؒཧࣄをめるからに

は、軟包装というզ々の

がੈの中でඇৗに大ۀࣄ

きな役割を୲っていると

いうことをࠃຽの皆様、

そしてۀք全ମにめる

ために、軟包装イメージ

アップキャンペーンをҾ

きଓき全ࠃグラビアڠ同

合࿈合会と࿈ܞしてਐ

めていきたいと思ってい

ます。また、この期の

中で全ࠃの੨年部を1つ

にできればと思っていま

再任の挨拶をする竹下理事長

中締め挨拶をする菅野理事

乾杯の発声を務めた賛助会員
代表の大日精化工業の田端隆
宏グラビアインキ副事業部長
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す。ࡢ年*("42022が౦ژで開࠵され、౦ւグラ

ビア印刷ڠ同合、ؔグラビアڠ同合からも

ଟくの੨年部会員がࢀՃをしてϒース運Ӧなどに

わってくれました。このことによってؔ౦・౦ܞ

ւ・ؔのนはかなりくなったかと思います。

私はৗ々、֤୯の੨年部のؒにนがあってはい

けない、全ࠃの੨年部が 1 つになって "--

+"P"/としてੈքとಆえるようなஂମになって

΄しいと思っています。そのための役割をՌたせ

ればと思っています」とѫࡰしました。

　その後、ࢍॿ会員を表して大日ਫ਼化工᷂ۀグ

ラビアインキۀࣄ部のాོ෭ۀࣄ部による

やされ、情報ަ࠵ഋのൃによりԅ会が開ס

ஊの輪が܁り͛られました。

の後、一本కめࡰの中కめのѫࣄ後にੁཧ࠷　

によりޕ後�時20分すべてをऴྃしました。



14 2023.6

目立ってしまいますが、
実力もすごいのです

　「薄く、軽く、柔らかい」が、私たちが皆さんにお届けしている袋の特徴で、「ソ

フトパッケージ（＝軟包装）」と呼ばれています。一見頼りなさそうな感じを

思い浮かべられるかも知れませんが、実はとんでもない優れモノなのです。

●「入れる」
　食品など中身を入れた後、瞬時に密封する機能を持っています。

　→レジ袋との大きな違いです。

●「届ける」
　食品工場から配送センターの倉庫、コンビニやスーパーなどの販売店へ運送

する際に、あるいは皆さんがお持ち帰りの際に、中身がもれたり流れ出たりす

ることはありません。棚や冷蔵庫などの収納でも同じで、柔らかいために狭い

スペースにも収まります。

●「保つ」
　『湿気る』　→お煎餅が湿気てしまっては美味しくありませんね。

　『腐る』『酸化する』『かびる』　→食品がこれでは美味しくないどころか、食

べることもできません。

　「ソフトパッケージ」はこれらを防止する機能を持っていますので、

安全・安心にお使いいただけます。

　また、中身の香りや、外の異臭・悪臭などもある程度遮断することもできます。

　何故、そんなことができるのかと言いますと、1ミリメートルの100分の1か

ら数10分の1程度の極薄の様々な機能性プラスチックフィルムや金属箔、紙な

ど他素材との複合化によって出来ているからです。一見、1枚のペラペラのフィ

ルムに見えがちですが、実はそうではないのです。

　そして、忘れてはいけないとても重要な役割があります。

●「伝える」
　グラビアという印刷方式により、皆さんの「健康」「衛生」を支えるために

お伝えしなければならない情報を表現できるとともに、中身のPRや、カラー

印刷を用いたキレイで可愛らしいデザインを施すことも可能です。

　いかがですか。「賞味期限」を守りつつ、フードロスの削減にも役立ち、安

心してお使いいただけるこの優れモノ、「ソフトパッケージ」の価値を改めて

お考えいただけませんでしょうか。

　でも、いったん袋を開けてしまうと密封状態ではなくなりますので、チャッ

ク（またはジッパー）付きの袋をお使いの場合でも、また、輪ゴムなどで開封

部を止めて頂いたとしても、本来の機能は既に損なわれていますので、出来る

限り早めにお召し上がり下さいね。

軟包装価値向上委員会　配布資料1　2023年1月30日作成
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◆開催要領
日　時ɿ�2023年�月�日（）1�ɿ00ʙ1�ɿ30�

��ԋ1�ɿ00ʙ1�ɿ30、࠙会1�ɿߨ

ʙ1�ɿ30

会　場ɿ�ਫ会ؗ「2֊　スターϗール」　౦ژ

ઍా۠一π2ڮô1ô1

ఆ　員ɿ1�0໊

�00�ମ˞1ஂ࠵ڞ・࠵Ճඅɿ�ओࢀԁ、一ൠ22000ԁ

（いͣれも੫ࠐ・࠙会අ用ࠐ）
˞�日本包装ٕज़ڠ会、日本包装ઐ࢜会、日本包装ཧ࢜会、
日本包装コンαルタントڠ会、ٕज़࢜包装流会、日本
包装ֶ会

◆講演概要
　わがࠃ包装ۀք�0年のྺ࢙をࣗらの「ਓ生3ໟ

作」と重ね合わせるとき、そこには、同様に3つ

の時۠分がある。ઓ後がऴわりୈ一࣍Φイルγ

ϣックまで、ߴ度成とともに包装ۙ化がਐん

だୈ1ੈ。লΤω・ল資ݯ、P04ಋ入とともに

情報はPSPEVDU�PVU から.BSLFU�JO へ、包装の

機能化がਐΈ包装ध要も֦大する一方で、૿えߴ

ଓける包装ゴミがࣾ会となったୈ2ੈ。包

装が、ٿԹஆ化、食品ロス、プラスチックւ༸

Ԛછ、リαイクルなど、持ଓ可能なࣾ会実現のた

めの՝とਂくؔわりを持ち࢝め、その上、デジ

タルରԠπールとしても役割がೝࣝされ࢝めたୈ

3ੈ。どの時にあっても、包装は、֤分の

ઌٕज़をۦ使して、時のม化（ࣾ会、流௨、

ライフスタイル）にରԠしてきた。

　さてୈ�ੈ（あるべきະ来）はどうมわるの

であろうか。

「生֔包装ਓ・ਓ生ໟ作」のプロフィール

　ੈքのை流（JOUFSQBDL�2023ࢹをؚΉ包装

のトレンド）

　日本の包装がະ来に向けてߋにൃలするための

ఏ言

　एいੈへの期

◆申込方法
　日本包装ٕज़ڠ会の下هϗームページ「༗ాढ़

༤ࢯ　特ผߨԋ会」よりਃしࠐΉ。

　�IUUQT���XXX�KQJ �PS � KQ�TBJ K J�TFNJOBS�

2023�0�0��IUNM

有田俊雄氏 特別講演会を7月6日に開催
interpack 2023 視察報告を交えたグローバル包装動向について
～包装界の未来に対する提言と今後への期待～

　（公社）日本包装技術協会は、2023年7月6日（木）午後4時～6時半まで、東京・如水会館「2
階スターホール」において、「有田俊雄氏 特別講演会」を開催する。テーマは、「interpack 2023 
視察報告を交えたグローバル包装動向について～包装界の未来に対する提言と今後への期待～」。
　わが国の包装専門家としてグローバルな視点で精力的に活動を続けておられる有田俊雄氏のほ
ぼ50年に及ぶ包装業務と合わせて、日本と海外を結ぶ橋渡し役としての長年の貢献が認められ、
世界包装機構（WPO：World Packaging Organisation）が認定する、2023年の「生涯包装功労
賞」（LIFETIME ACHIEVEMENT AWARD IN PACKAGING 2023）をこのほど日本人で初めて受賞
した。特別講演では、有田氏がこれまで培われた包装に関する様々な情報を、同氏の豊富な経験
とグローバルな視点で披露する。
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環境調和型 L-LDPE フィルム
「LL-HMN」

フタムラ化学㈱
プラスチック生産企画部 PF 開発統括

TEL. 052-444-9837

今月の気になる製品

　フタムラ化ֶ᷂は、ै来生࢈している൚用తな

-ô-%P&フィルムと同の߶性やγール性能をҡ

持しつつ、20ˋのプラスチック使用ྔ削減˞が

可能な৽しいڥௐܕ -ô-%P& フィルム

「--ô)./」の生࢈を開࢝した。同フィルムによ

り、一ൠతな食品包材のΈならͣ、٧めସえ用パ

チのようにγーラントج材がްい包材にରして、

プラスチック使用ྔを削減することが出来、ڥ

ෛՙ減をૌٻすることが可能となる。

　--ô)./のओな特は࣍の3つ。

ɹᶃैདྷͷްΈͷίγײΛҡ࣋͠ͳ͕Βɺ��ˋ

ϓϥενοΫ༻ྔΛݮͰ͖る

　　　同ࣾಠࣗのߴ߶性ઃٕܭज़により、൚用త

な-ô-%P&から20ˋの減༰化をߦっても、ै

来のްΈのコγ感をҡ持することができる。

ɹᶄैདྷͷ൚༻తͳ-ô-%1&ϑΟϧϜͱಉ༷ɺ༏

れͨγʔϧੑΛܧঝ

　　　ै来と同じ包装݅、使用ڥで使用でき

るよう、γールԹ度やγールڧ度を൚用తな

-ô-%P&フィルムと同性能になるようにઃ

。しているܭ

ɹᶅϊϯύμʔॲํʹΑΓ༏れͨϒϩοΩϯ

άੑΛ༗͠ɺՃదੑʹ༏れる

　　　ラミωートՃ工や袋ద性に配ྀしたフィ

ルムઃܭとなっている。

「˞20ˋのプラスチック使用ྔが削減可能」とは-ô-%P&
フィルムのްΈを20ˋ減させてもै来と同じように
使用できることをҙ味する

【構成例】

※20％プラスチック削減

PET or ONY

接着剤等

汎用LL

表基材層

接着層

シーラント層

PET or ONY

接着剤等

開発品

※

詰め替え




